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環境パフォーマンス -Environmental Performance- 環境会計 -Environmental Accounting-

事業所活動が環境に与える影響を測定、監視しています。
これらの情報を参考に、環境コンプライアンスを推進しています。

2018年度は、発生費用は3.2億円、効果合計は10.9億円で、費用対
効果は7.6億円となり、2017年度比-0.8億円で10%減少しました。

環境パフォーマンスデータ（エネルギー、水、化学物質、廃棄物） -2018年度- 2018年度環境会計の結果

主な内容として、地球環境保全などの効果が増加した一方で、国内営業店端末が展開の端
境期だったことなどにより研究開発の効果が減少したため、収支は前年度比マイナスでした。

前年度比内訳（2017年度比）
発生費用：△ 15,911千円（ 1306,546 ⇒1 ,322,457）
効 果：▼ 68,869千円（1,154,391 ⇒ 1,085,522）
収 支：▼ 84,779千円（1,847,845 ⇒  763,065）
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[単位：百万円]

2018年度環境会計の実績

項目 主な範囲 費用 効果

事
業
エ
リ
ア
内

公害防止 大気汚染防止、水質汚濁防止など 18.8 (-X+0.1) 17.2 (-X+0.8)

地球環境保全 省エネルギー、地球温暖化防止など 53.8 (-+11.9) 26.4 (-X+1.5)

資源循環 廃棄物処理、資源の効率的利用など 82.2 (-X+3.9) 67.2 (XX-1.5)

小 計 154.8 (-+15.9) 110.8 (-X+0.8)

上・下流 廃棄製品リサイクル、グリーン購入など 22.8 (-X+1.2) 7.7 (XX-0.5)

管理活動 ISO14001、環境教育、情報システム化など 63.7 (XX-1.4) 38.6 (-X+3.7)

研究開発 製品への環境配慮技術の研究など 81.1 (-X+0.2) 928.4 (X-72.9)

社会活動 環境保全団体への寄付、支援など 0.0 (-XX0.0) 0.0 (-XX0.0)

環境損傷 土壌、地下水汚染の修復など 0.0 (-XX0.0) 0.0 (-XX0.0)

合 計 322.4 (-+15.9) 1,085.5 (X-68.9)

環境パフォーマンスデータ（法規制順守状況） -2018年度-
新潟工場ー地下水 単位：【mg/L】 測定箇所：7箇所

主な測定項目
（※1）

測定値
（※2） 法基準 自主管理

基準
鉛及びその化合物 <0.001～0.001 0.01 0.005
六価クロム化合物 <0.01 0.05 0.025
砒素及びその化合物 0.002～0.032 0.01 0.01
ふっ素及びその化合物 <0.08～0.15 0.8 0.4
シス-1,2-ジクロロエチレン <0.004 0.04 0.02

本社・東京工場ー地下水 単位：【mg/L】 測定箇所：4箇所

主な測定項目
（※1）

測定値
（※2） 法基準 自主管理

基準
鉛及びその化合物 <0.002 0.01 0.005
六価クロム化合物 <0.005 0.05 0.025
砒素及びその化合物 <0.001～0.002 0.01 0.005
ふっ素及びその化合物 <0.08 0.8 0.4
シス-1,2-ジクロロエチレン <0.004 0.04 0.02

新潟工場ー排水 単位：【1L中】 測定箇所：2～8箇所（※3）

主な測定項目
（※1）

測定値
（※2） 法基準 自主管理

基準
水素イオン濃度（pH） 6.7～7.7 5.8～8.6 5.8～8.6
生物化学的酸素要求量（BOD） 0.9～6.6 25 25
浮遊物質（SS） 2～22 90 72
ほう素及びその化合物（mg） <1.0 10 5
ふっ素及びその化合物（mg） <0.8 8 4

INPUT

拠点
エネルギー使用量

水使用量[m3]
（※1）

化学物質
取扱量[ﾄﾝ]

（※2）購入電力[MWh] 灯油[kL] 軽油[kL] ガソリン[kL] LPG[ﾄﾝ] 都市ガス[千m3]

本社･東京 2,580 ― 0.1 0.1 1.6 22.8 13,577 ―
新潟工場 5,918 1.5 0.1 0.6 10.1 2.1 15,051 1.7
大宮SC 119 ― ― ― ― ― ― ―

FJFS(前橋) 815 ― ― ― ― ― ― ―
合計 9,432 1.5 0.2 0.7 11.7 24.9 28,628 1.7

OUTPUT

拠点

エネルギー使用に伴うCO2排出量[ﾄﾝｰCO2]
排水量
[m3]

化学物質
排出量

[ﾄﾝ] 
（※2）

廃棄物発生量[ﾄﾝ]

購入電力 灯油 軽油 ガソリン LPG 都市ガス サーマル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

最終
処分量

本社･東京 1,471 ― 0.2 0.2 4.7 51.1 13,577 ― 19.8 6.7 ―
新潟工場 3,373 3.8 0.2 1.6 30.3 4.4 15,051 1.4 130.6 22.6 1.8
大宮SC 68 ― ― ― ― ― ― ― ― 3.1 ―

FJFS(前橋) 464 ― ― ― ― ― ― ― ― 14.1 ―
合計 5,376 3.8 0.4 1.8 35.0 55.5 28,628 1.4 150.4 46.5 1.8

※1：2015年度実績の報告より、本社・東京工場および新潟工場の地下水は計上せず。
※2：化学物質の管理対象については、富士通グループの規定に準ずる。（法令管理対象外物質のうち、少量使用品は除く。）

（ ）内は前年度比 ［単位：百万円］

※1：その他の測定物質については、法基準値（自主基準値含む）内で推移。
※2：測定項目ごとに、すべての測定箇所における最小値（“<”＝定量下限値未満含む）、ならびに最大値を記載。
※3：物質の種類によって、測定箇所・測定場所をそれぞれ設定。


P14上

																												実データ ジツ

																														2004		2005		2006		2007		2008		2009		2010		2011		2012		2013		2014		2015		2016		2017		2018

																												費　用 ヒ ヨウ

shinichi-kudo@jp.fujitsu.com: 費用額
投資額は除く		257,330		519,910		596,040		581,800		475,416		440,460		471,809		459,216		476,118		429,317		405,119		390,090		375,204		306,546		322,457

																												効　果 コウ ハタシ		189,867		201,841		279,008		339,570		246,906		1,016,799		1,336,650		1,179,771		1,352,347		1,236,925		1,333,156		1,782,416		1,320,635		1,154,391		1,085,522

																												グラフ用 ヨウ

																														2004		2005		2006		2007		2008		2009		2010		2011		2012		2013		2014		2015		2016		2017		2018

																												費　用 ヒ ヨウ

shinichi-kudo@jp.fujitsu.com: 費用額
投資額は除く		257.3		519.9		596.0		581.8		475.4		440.5		471.8		459.2		476.1		429.3		405.1		390.1		375.2		306.5		322.4

																												効　果 コウ ハタシ		189.9		201.8		279.0		339.6		246.9		1,016.8		1,336.7		1,179.8		1,352.3		1,236.9		1,333.2		1,782.4		1,320.6		1,154.4		1,085.5































































費　用	

2014	2015	2016	2017	2018	405.1	390.1	375.2	306.5	322.39999999999998	効　果	

2014	2015	2016	2017	2018	1333.2	1782.4	1320.6	1154.4000000000001	1085.5	
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環境コミュニケーション


環境配慮型製品や環境保全活動を積極的に紹介することで、ステークホルダーとのコミュニケーションを推進しています。

お問い合わせ先

環境会計




単位：千円

■2018年度　環境会計実績

項目（費用・効果）

公害防止

地球環境保全

資源循環

事業エリア内

主な範囲

　大気汚染防止、水質汚濁防止など

　省エネルギー、地球温暖化防止など

　廃棄物処理、資源の効率的利用など

費用

効果

18,817(+     93)

17,217（+ 　　786）

53,808(+11,946)

26,435(+    1,524)

82,240(+ 3,912)

67,237(-    1,495)

小　　　　　　　　計

154,865(+15.951)

110,889(+       816)

上 ・ 下 流

　廃棄製品リサイクル、グリーン購入など

22,803(+1,203)

7,651(-       459)

管 理 活 動

　ISO14001、環境教育、情報システム化など

63,653(-1,389)

38,610(+    3,706)

研 究 開 発

　製品への環境配慮技術の研究など

    81,105(+  159)

928,373(- 72,931)

社 会 活 動

　環境保全団体への寄付、支援など

30(-     12)

0(          0)

環 境 損 傷

　土壌、地下水汚染の修復など

0(        0)

0(          0)

　　　　合　　　　　　　　計

322,457(+15,911)

1,085,522(- 68,869)

■費用と効果の推移

[単位：百万円]

（ ）内は前年度比

■環境法令新任者研修会(新潟県央地区環境保全連合会主催)に出展
　2008年10月29日、新潟県中央地場産業センターで環境法令新任者研修会(約100名出席)が行われました。
　当社は、さまざまな環境保全活動や環境配慮型製品である「FLEPia」とRFIDﾀｸﾞを活用した部品購入システムを紹介し情報交流を図りました。出席者の方々からは製品に対し多数の質問があり、大きな関心を寄せていただきました。

■新潟県環境報告書発表会の目的
　リスクコミュニケーションの推進に向けて、環境報告書を活用した事業所の情報公開を促進するために、モデル事業として各企業が発表している環境報告書を持ち寄り、意見交換することで環境報告書の作成を促進するきっかけ作りを行う。

■エコプロダクツ2008出展
　2008年12月11日～13日東京ビックサイトで行われた「エコプロダクツ2008」に富士通グループとしてPOS業界初のエコリーフ環境ラベル取得製品の「TeamPoS3000」を出展し、最新技術のFLASH SSD(Flash Solid State Drive)搭載による省エネ効果、再生プラスチック採用などに多くの関心が集まりました。
　ブース内に設けられたプレゼンステージでは、来場者の方々に当社の環境配慮型製品および環境保全活動を紹介しました。

当社展示ブース「TeamPoS3000」

環境保全活動をプレゼン中の梅本環境管理センター長
ＴｅａｍＰｏｓ３０００

当社展示ブース

質問対応中の
梨本課長

各社展示スペース

「エコプロダクツ2008」での富士通グループブース

プレゼン中

意見交換会
概要・発表

■FLASH-SSD
  Flash Solid State Drive の略

  出展元:http://ja.wikipedia.org/wiki/Flash_SSD


2017年度の集計結果
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